


９・７南部反弾圧学習会報告～“ネット社会”と民衆の闘い partⅡ～ 

今年の南部反弾圧学習会は昨年に引き続き、「“ネット社会”と民衆の闘い」をテーマ

として、小倉利丸さんを講師に partⅡを開催した。 

昨年は、メールやサイトを通してますます進む管理・監視社会の実態を明らかにしな

がら、共謀罪適用・盗聴等をはじめとする権力による弾圧手法に対抗するセキュリティ

対策について、実践的な提起を受けた。 

今年はもう一回り大きく、インターネットの歴史や発展の経緯および現状の課題、民

衆にとってのインターネット（技術）の在り方とシステムの構築および、その選択と実

践という、歴史＆思想的問題と具体的実践についてお話戴いた。 

そもそも軍事的研究から出発したインターネットが、学問分野から商業分野での急激

な『発展』を遂げ、大資本の独占もしくは国家機密としての占有という構造が既成事実

化され、ネットのバーチャル空間が社会やコミュニケーションの在り方までも支配する

ようなところまで来ている。それと根本的に対決するには、資本の独占や国家による占

有ではなく、民衆による民衆に開かれた技術をもって、権力の介入や弾圧を許さないコ

ミュニティーによる運用を目指すしかない。さしあたっては、オープンソースのシステ

ムを使い、匿名で履歴追跡をさせないブラウザ、検索エンジンを使用し、暗号化された

メールを使う、という事だ。小倉さんからの提起は以下。 

◆匿名でネットにアクセスできるのがベストの方法 

・ほぼ可能な場合 Torブラウザを使う 

・検索サイトの追跡を回避する Googleや Yahooを使わない 

・第三者の追跡を回避する トラッキング遮断ソフトを使う 

◆利用者を追い回さない検索サイト 

DuckDuckGo https://duckduckgo.com 

Qwant https://www.qwant.com 

searX https://searx.info 

metager https://metager.de 

◆メールを覗かれないためにできること 

Gmailや Yahooメールを使わない 

信頼できるメール送受信のプロバイダーを選ぶ 

自分でメールサーバーを設置してしまう 

暗号化メールを使う(日本語対応済み) 

Protonmail(スイス) ／ Tutanota(ドイツ) 

暗号化のソフト PGP(または GPG)を使う 

 コロナ禍と悪天候が重なったとはいえ今年の学習会は残念ながら参加者が少なく、内

容が実践的で面白かっただけに残念だったが、参加者からは「実践も含めて連続講座で

やっていこう。」という声も上がった。連帯発言は、破防法・組対法に反対する共同行動

と渋谷のじれんの仲間からいただいた。 

★小倉さんお勧め★ Netflix のドキュメンタリー「監視資本主義」 デジタル社会がもたらす光と影 （20201 時間 

34 分アメリカ映画）が公開された。30 日無料視聴もあり。→ https://www.netflix.com/jp/title/81254224 

ドキュメンタリーとドラマを織り交ぜて、自身が開発したテクノロジーに警鐘を鳴らす専門家らとともに、SNSが

人間にどれほど危険な影響を及ぼすのかを検証する。 
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学研・ふじせ闘争
１０・２４争団連統一行動、南部交流会集中闘争

宮原社長宅抗議デモへ結集を！ 
１０月２４日（土）１４：１５ 権現山公園集合 １４：３０～集会 

京急「北品川」または「新馬場」から６分 

デモ出発 １５：００→ 五反田ふれあい水辺広場（解散地） ・ 

８・７学研社前闘争 高齢者住宅セミナー情宣
１２時から学研社前闘争を展開した。毎年５月に開催される高齢者専用住宅協会（学研

小早川取締役・ココファン会長が協会理事長）のセミナーがコロナで再三延期となり、 

結局、学研本社ビルで開催されることになったもの。昨年はお茶の水で開催されたイベ

ント参加者や駅頭を通行する人々に多くのビラを配布することができたが、この日は猛

暑の中、それらしい参加者も非常に少なかったが、恒例のイベントへの情宣行動、社前

抗議行動を午後１時３０分まで打ち抜いた。

８・１９新新損賠口頭弁論 
５月１１日に予定されていた期日がコロナで中止になり、前回（3/16）から５ヶ月ぶ

りに口頭弁論が開かれた。ブログ記事引用と御用株主利用の総会運営批判を「名誉毀損」

として学研とココファンが１６５０万円の損害賠償請求を起こしてきた事件（ココファ

ン関連第３次損賠訴訟）、学研からは５月の期日前に準備書面を出して、悪質な総会運

営を正当化、非メディア型の言論についての名誉毀損事件である旨の組合側主張への反

論、訴権の濫用でない旨の主張などを行ってきた。組合側は次回、反論と人証の申請を

行っていくことを表明した。また、事前に昨年１２月になくなった鈴木さんを被告から

おろすよう求める意見書を出した。

学研、故鈴木さんを被告から降ろす「取下書」を提出（９／１）
学研側代理人は８・１９法廷で問われて「検討します」と言っていたが、９月１日付

で鈴木さんへの訴えを取り下げる「取下書」を民事４９部に出した。遺族に負担を強い

る嫌がらせの悪印象につき裁判所の心証を考慮しただけで、当該や支援共の個人を被告 

にしていること自体の不当性になんら反省を示すものではない。だが、よかった。 

請求異議審、最高裁で確定（９／１０）
ココファン第１次損賠の 2017 年最高裁確定を受けて、ネット記事の削除を命じた間接

強制決定につき、記事の削除漏れにつき、「違反があった」として１３４０万円の債権

を主張して学研が当該自宅への２回目の差し押さえを行ったことに対して私たちは請求

異議審を提起した。その一審判決(１９年４月)、高裁判決（１９年１１月）で学研の権

利濫用は指弾され、違反金の認定を１６０万円と大幅に減額した。高裁判決では学研の

権利濫用を「著しく信義誠実の原則に反し、正当な権利行使の名に値しないほど不当な

もの」と一審以上に厳しく指弾した。１６０万円取り立てについては裁判所の判決文の

誤りから生じた削除漏れで不当なため組合は最高裁で継続して争った（なお学研側も

1340 万円を主張し続け上告）。この９月１０日付で双方の上告不受理の決定が出された。 

東京ふじせ企画労働組合 
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南部労組第２７回定期大会報告

 ８月２３日（日）、南部労政会館で東京南部労働者組合第２７回定期大会が開催さ

れた。毎年２月の開催だったが、翌 3月の春季集会の「基調」と検討議題が重なる部 

分もあり、今年は６か月遅れの８月となった。新組合員２名が出席しての、いつもの 

年に真新しさを増す大会になる予定だったが、諸般の事情で欠席なのは残念だった。 

 本人出席と委任状の総数で大会の成立を確認し、運営次第（１号議案‐経過報告、 

２号議案‐活動方針、３号議案‐予算、４号議案‐役員体制、５号議案‐ストライキ 

権）に沿って、この１年半の闘いの経過や組織強化、連帯・共闘を中心に報告と討議 

が行われた。 

争議団や職場の闘い、反弾圧・反治安の闘い、憲法改悪阻止の闘い、労働法制改悪 

阻止の闘い、保安処分体制強化の闘い、反原発、沖縄新基地建設阻止の闘いなど、政 

治的・社会的課題は山積しており、南部労組も各課題の闘いに足を運び、闘いの認識 

と方向性の共有に努めている。資本・権力からの民事・刑事弾圧が司法と一体となっ 

て過激化・常態化する状況で、地域合同労組や地域共闘などの組織や、様々な課題ご 

との闘いを担う各戦線との連帯・共闘の強化が一層求められている。 

 いつも主な議題となる組織強化と運営は、新しい組合員の加入があっても、平均年 

齢の高齢化、仕事での日常の活動への参加の困難さ、病による活動の大きな制約など、 

（財政的には特別カンパの恩恵でしばらくは凌げても）困難を乗り越えつつ短いスパ 

ンで考えねばならない差し迫った課題となっている。この課題は南部労組に限られた

ものでなく、他の地域合同労組にも共通する難題であり、しばらく前から地域共闘交 

流会での意見交換も行われているとの報告もあった。 

 新型コロナウイルスの蔓延で解雇、雇い止めは 4万人以上に上り、これからさらに 

増えるだろうとの予測もある。大きな被害を被っているのは弱者である非正規労働者 

で、彼らの職を守るための支援の方策を探るために組合加入への手立てを考えること 

が組織の拡大・強化に繋がるのではとの議論もされた。 

 日本知的障害者福祉協会の職場闘争は、都労委で事業課長代理の支配介入・不利益

取り扱いは、勝利の和解が成立した。しかし、事務局長の不誠実団交に協会は適当かつ

理屈の通らない逃げ口上でごまかしを繰り返している。事務局長を都労委、断交の場

に臨ませるよう粘り強い闘いを継続することも確認した。 

 三多摩合同労組、東京中部労組、連帯労組、西部

共闘、渋谷のじれんから連帯の挨拶をいただいた。

また、南部地区労働者交流会からは、文章にて大会

成功を祝すメッセージが届けられた。役員の改選と

スト権の確立は滞りなく決まり、財政報告は承認さ

れ、方針・スローガンが提案された。 

修正や追加のある議案は担当者が持ち帰って９

月9日に内容を確認し、定期大会報告集を作成した。 
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９・１２第４５回全都反弾圧闘争が闘われる
今年で第４５回を数える全都反弾圧集会・デモが９月１２日に取り組まれた。 

会場の千駄ヶ谷区民会館は使用申し込みの際、コロナを口実にして、参加者全員の名簿

を出さなければ貸さない、との不当な対応を取ってきたが、実行委員会で渋谷区に抗議
申入れを行い、これを撤回させ通常どおりの使用をかち取った。 

 司会を北部共闘と南部交流会で集会開始し、連帯挨拶を、沖縄辺野古実、破防法・組

対法に反対する共同行動、予防拘禁法を許すな！ネットワーク、オリンピックお断り連
絡会、差別・排外主義に反対する連絡会から受け、それぞれ大きな拍手で確認された。 

続いて、職場報告として、南
部労組福祉協会、三合労鶯啼庵

から受けた。全国からは 

大阪の港合同南労会支部が発
言、続いて特別アピールとして、

日韓民衆連帯委員会が韓国サン
ケン解散攻撃との闘いを中心に

日韓労働者連帯の強化が訴えら
れ、全日建運輸連帯労組関西地

区生コン支部からは未曾有の刑事弾圧との、最近の刑事公判闘争などについて報告がさ

れた。また、緊急に釜が崎でのコロナ特別給付金をめぐって野宿者除外に抗議する闘い
にかけられた逮捕弾圧の報告と支援カンパが呼びかけられた。

 集会は後半に入り、９・１４実に対するカンパアピールとカンパ要請が続いたのは主
催側の運営の不手際になったが、続いて集会の基調報告が争議団連絡会議から提起され

た。限られた時間だったが、刑事・民事弾圧との攻防、労働運動をめぐる状況などにつ

き発言が行われた。この後、集会決議文の採択に移り、労働法制大改悪に反対する決議
案が労働法連絡会から、戦争と治安管理に反対する決議案が立川自衛隊監視テント村か

ら提起され、全体の拍手で確認された。最後の発言は、半径１Kｍ以内での行動禁止と
いう前例のない争議禁圧の民事弾圧と闘う連帯労組大道測量が決意表明を行って、司会

の行動提起・シュプレヒコールで締めくくり、デモに移っていった。 
 区民会館前で隊列を整えた

デモ隊は、原宿駅前～岸記念

体育館～渋谷区役所前～公園
通り～渋谷ハチ公前～宮下公

園横～神宮通り公園と例年同
様のコースを通って進んだ。 

途中、渋谷区への抗議、宮下

公園を取り戻すとのシュプレ
ヒコールを含め、渋谷繁華街

で、弾圧を許さないスローガ
ンにつき声を上げ続けた。解

散地の神宮通り公園では、後段集会を行い、共にデモを闘った４名の監視弁護団を代表
しての挨拶、渋谷のじ連の発言、最後に呼びかけ団体から争議団連絡会議がまとめの発

言を行い、司会の簡潔なシュプレヒコールで終了した。 

集会は充実し、デモも気勢を上げて力強く打ち抜かれたが、結集は小雨が降る悪天候、
コロナの影響なども加わり、昨年を大きく下回る８３名だった。参加しているはずだっ

た今年度亡くなった何人もの仲間、高齢化での体調悪化なども多く、節目の反弾圧闘争
が転換点にあることも痛感される日であった。              （K）
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９．２３関西生コン「週刊実話」訴訟（第4回口頭弁論）行動報告 

 9 月 23 日（水）、嘘とデマで捏造された「週刊実話」連載記事に関し、武委員長と関

西地区生コン支部」が原告となり、「週刊実話」を発行する株式会社日本ジャーナル出版

と執筆した一ノ宮美成を被告として、損害賠償請求と謝罪文の掲載を求めた民事裁判の

第4回口頭弁論が行われた。 

 裁判当日は公判傍聴に先立ち、13：00～14：00裁判所前でのビラまき、続いて14：00

～14：30警察庁前抗議行動が取り組まれ、公判では武委員長が意見陳述を行った。 

 警察庁前抗議行動では、代表団の「請願」に対して今回もまたALSOK（綜合警備保障）

が前に立ちはだかり庁舎内への立ち入りを阻止し、なお請願に対する警察庁担当者の対

応を求めて庁舎内に入った代表団を受付に行かせず押しとどめ、請願行動を妨害し続け

た。代表団はかなり抗議し粘ったものの断念を余儀なくされ、外でコールを上げ続けた

仲間たちと合流し、最後は抗議と弾劾のシュプレヒコールで行動を締めくくった。 

 公判傍聴は新型コロナ感染症対策の名目で定数の3分の 1とされ、わずか8人に人数

制限がされた。2 席づつ空席で傍聴人もまばらな法廷に弁護団と武委員長が入室し、開

廷。冒頭で左陪席の裁判官が交代したことが告げられた。 

 最初に原告弁護団の大口弁護士から、本件訴訟開始時から一貫して警備法廷の体制が

とられていることに強く抗議した。裁判官が法廷が開かれる以前の段階ですでに予断と

偏見を持った対応に終始している事の不当性を訴え、警備法廷体制を解くことを求めた

が、裁判官らはいっこうに対応を変える様子を示さなかった。 

 いよいよ武委員長の意見陳述が始まった。しかし、陳述時間はたったの 15 分程度と

か。それでも武委員長は、いかに週刊実話の記事が事実無根のデマであるか、記事執筆

者の一ノ宮氏がこれまでも関西生コン労働組合とその闘いを敵視しでっち上げ記事で

堕とし込めようと画策してきた人物で出あったか、また関西生コンの運動の歴史とその

意義、今後の展望について、力強く意見を述べた。 

次回期日はなかなか日程調整が折り合わず、来年1月 25日 16：30開催となった。法

廷は今回と同じ705号法廷。 

 公判後は弁護士会館で報告会を開催。酒井弁護士、大口弁護士の報告に続き武委員長

が発言。「1発やられたら3発やり返す！」の発言がでた。 
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